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機械関連で前期大容量水中ポンプ車の売上があり減収も、2015年開業ＳＣの通年寄与や医薬品の改善もあり増益 

44,428

48,573
46,927

▲ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2014 2015 2016

利
益

売
上
高

過去３年間の業績推移

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

 
【売上高】 
・機械関連  ▲３２億円 
・不動産 ＋１２億円 
 
【営業利益】 
・不動産  ＋１０億円 
・医薬品   ＋７億円 
 

 
【売上高】 
・医薬品 ▲７億円 
 
 
【営業利益】 
・不動産 ＋２億円 
・繊維 ▲２億円 
 

（金額単位：百万円）

前期増減 予想との差異

Ａ 売上比 Ｂ 売上比 A-B Ｃ 売上比 A-C

売上高 46,927 100.0% 48,573 100.0% ▲ 1,646 47,800 100.0% ▲ 873

営業利益 1,486 3.2% ▲ 190 ▲ 0.4% 1,676 1,400 2.9% 86

経常利益 2,152 4.6% 507 1.0% 1,645 1,900 4.0% 252
親会社株主に帰属する
当期純利益

1,691 3.6% 226 0.5% 1,465 1,700 3.6% ▲ 9

2016実績 2015実績 2016予想
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【機械関連】 
・前期に大容量送水ポンプ車等の大口売上を計上したため 
 
 
【不動産】 
・前期開業のコクーン２(４月)、コクーン３(７月)の通年寄与 
・前期賃貸開始の松本開発(11月)の通年寄与 
 

（金額単位：百万円）

前期増減 予想との差異

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 A-B Ｃ 構成比 A-C

46,927 100.0% 48,573 100.0% ▲ 1,646 47,800 100.0% ▲ 873

繊維事業 9,635 20.5% 9,652 19.9% ▲ 17 9,700 20.3% ▲ 65
医薬品事業 15,065 32.1% 14,903 30.7% 162 15,800 33.1% ▲ 735
機械関連事業 9,412 20.1% 12,607 25.9% ▲ 3,195 9,500 19.9% ▲ 88
不動産事業 10,188 21.7% 8,982 18.5% 1,206 10,200 21.3% ▲ 12
その他 2,502 5.3% 2,375 4.9% 127 2,450 5.1% 52
新規事業 124 0.3% 52 0.1% 72 150 0.3% ▲ 26

2016予想

売上高

2016実績 2015実績
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【医薬品】 
・不整脈治療剤「シベノール」の製造販売承認の承継もあり増益 
・経皮吸収型・β１遮断剤「ビソノテープ」も着実に伸展 
 
 
【不動産】 
・増収に加え、前期は開業販促費を計上したため大きく増益 
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2016実績 2015実績 前期増減 2016予想 予想との差異

Ａ Ｂ A-B C A-C

1,486 ▲ 190 1,676 1,400 86

繊維事業 ▲ 250 ▲ 197 ▲ 53 ▲ 100 ▲ 150
医薬品事業 199 ▲ 524 723 200 ▲ 1
機械関連事業 88 150 ▲ 62 100 ▲ 12
不動産事業 3,176 2,219 957 3,000 176
その他 ▲ 27 ▲ 97 70 0 ▲ 27
新規事業 ▲ 484 ▲ 291 ▲ 193 ▲ 500 16
調整額 ▲ 1,216 ▲ 1,450 234 ▲ 1,300 84

営業利益
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・不動産開発に伴う借入金の
返済 

・投資有価証券の一部売却に
加え、時価評価差額 

不動産開発に伴う借入金を順調に返済 

（金額単位：百万円）

2016.12 2015.12 前期増減

A B A-B

54,228 55,290 ▲ 1,062

90,430 95,646 ▲ 5,216

51,509 53,401 ▲ 1,892

1,350 848 502

37,570 41,397 ▲ 3,827

投資有価証券 34,635 37,490 ▲ 2,855

144,659 150,936 ▲ 6,277

65,752 71,632 ▲ 5,880

借入金 19,649 23,345 ▲ 3,696

預り敷金保証金 9,810 9,833 ▲ 23

繰延税金負債 10,294 11,979 ▲ 1,685

78,906 79,304 ▲ 398

その他有価証券評価差額金 16,349 17,508 ▲ 1,159

144,659 150,936 ▲ 6,277負債・純資産合計

純資産合計

負債合計

投資その他の資産

資産合計

流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産
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連結キャッシュフロー計算書 
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【営業ＣＦ】 
・主に営業収益を確保できたことによる 
 
【投資ＣＦ】 
・有形固定資産の取得           ▲16億円 
・有価証券の償還による収入 ＋20億円 
・投資有価証券売却による収入 ＋14億円 
 
【財務ＣＦ】 
・長期借入金の返済 ▲31億円 
・配当金の支払い   ▲4億円 
 

6,180 

2,261 

▲4,450 

（金額単位：百万円）

2015実績 2016実績

5,758 9,256
営業活動によるキャッシュ・フロー 3,007 6,180
投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 6,767 2,261
財務活動によるキャッシュ・フロー 7,258 ▲ 4,450

3,498 3,991
9,256 13,248

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期末残高
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【不動産】 
・前期にコクーン２の大型設
備投資あり 

【医薬品】 
・適応追加に伴う臨床試験費
用等が減少 

【不動産】 
・コクーン２の償却費が通年
負担 

大型の社有地開発完了に伴い設備投資が減少 
（金額単位：百万円）

2016実績 2015実績 前期増減

A B A-B

3,135 12,800 ▲ 9,665

医薬品事業 1,394 950 444

不動産事業 1,048 10,660 ▲ 9,612

その他のセグメント 693 1,190 ▲ 497

4,113 3,842 271

医薬品事業 1,345 1,458 ▲ 113

不動産事業 2,086 1,884 202

その他のセグメント 682 500 182

2,567 3,138 ▲ 571

医薬品事業 2,285 2,684 ▲ 399

新規事業 40 196 ▲ 156

その他のセグメント 242 258 ▲ 16

設備投資額

減価償却費

研究開発費
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【売上高】 
・機械関連 ＋９億円 
 
【営業利益】 
・新規 ＋２億円 
・繊維 ＋２億円 
 
【親会社株主に帰属する当期純利益】 
・ 前期に投資有価証券売却益があったため減益 
 

中期経営計画「カタクラ2021」の初年度は、機械関連の増収に加え、各セグメントで収益性の改善に取り組む 
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（金額単位：百万円）

前期増減

Ａ 売上比 Ｂ 売上比 A-B Ｃ 売上比

売上高 48,000 100.0% 46,927 100.0% 1,073 48,573 100.0%

営業利益 2,000 4.2% 1,486 3.2% 514 ▲ 190 ▲ 0.4%

経常利益 2,500 5.2% 2,152 4.6% 348 507 1.0%

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,300 2.7% 1,691 3.6% ▲ 391 226 0.5%

2017予想 2016実績 2015実績
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【機械関連】 
・消防自動車関連で受注増見込み 
 繊維事業

19.8%

医薬品事業

31.3%
機械関連事業

21.5%

不動産事業

21.3%

その他

5.5%

新規事業

0.6%

セグメント別売上高構成比

（金額単位：百万円）

前期増減

Ａ 構成比 Ｂ 構成比 A-B Ｃ 構成比

48,000 100.0% 46,927 100.0% 1,073 48,573 100.0%

繊維事業 9,500 19.8% 9,635 20.5% ▲ 135 9,652 19.9%

医薬品事業 15,000 31.3% 15,065 32.1% ▲ 65 14,903 30.6%

機械関連事業 10,300 21.5% 9,412 20.1% 888 12,607 26.0%

不動産事業 10,200 21.3% 10,188 21.7% 12 8,982 18.5%

その他 2,700 5.5% 2,502 5.3% 198 2,375 4.9%

新規事業 300 0.6% 124 0.3% 176 52 0.1%

売上高

2017予想 2016実績 2015実績



2016年12月期 決算説明会 
連結損益計算書／セグメント別営業利益予想 

13 

 
【繊維】 
・減収もコスト削減により好転 
 
 
【新規事業】 
・収益性の改善により好転 
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営業利益前期比
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2017予想 2016実績 前期増減 2015実績

Ａ Ｂ A-B C

2,000 1,486 514 ▲ 190

繊維事業 ▲ 100 ▲ 250 150 ▲ 197
医薬品事業 300 199 101 ▲ 524
機械関連事業 150 88 62 150
不動産事業 3,200 3,176 24 2,219
その他 100 ▲ 27 127 ▲ 97
新規事業 ▲ 300 ▲ 484 184 ▲ 291
調整額 ▲ 1,350 ▲ 1,216 ▲ 134 ▲ 1,450

営業利益
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（金額単位：百万円）

2017予想 2016実績 前期増減

A B A-B

2,170 3,135 ▲ 965

不動産事業 860 1,048 ▲ 188

その他のセグメント 1,310 2,087 ▲ 777

3,520 4,113 ▲ 593

医薬品事業 1,100 1,345 ▲ 245

不動産事業 1,900 2,086 ▲ 186

その他のセグメント 520 682 ▲ 162

2,600 2,567 33

医薬品事業 2,210 2,285 ▲ 75

その他のセグメント 390 282 108

研究開発費

設備投資額

減価償却費



３．株主還元について 
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10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

1,444 1,887
1,015

▲ 781

3,985

1,772
701 1,001

268 226

1,691 1,300

'06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17予想

配当金と純利益の推移

配当金（円） 純利益（百万円）

株主還元 

１株あたり配当金 2016年12月期 
実績 

普通配当 10円00銭 

16 

利益配分の方針 

１株あたり配当金 2017年12月期 
予想 

普通配当 10円00銭 

 業績や今後の事業展開、内部留保の水準等を総合的に勘案し、株主へ継続的に安定
した配当を実施することを基本としております。 
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生糸製造 蚕糸関連研究 繰糸機製造 製糸工場 

創業 １８７３年（明治６年） 

設立 １９２０年（大正９年） 

垣外製糸場 生糸 
カイト 

繊維事業 医薬品事業 機械関連事業 不動産事業 

生糸製造の伝統を受け継ぐ 

衣料品事業部 
肌着、靴下の製造・販売 

オグランジャパン㈱ 
カジュアルインナーの製造・販売 

カフラス㈱ 
補整下着の製造・販売 

㈱ニチビ 
水溶性繊維、耐熱性繊維の 

製造・販売 

トーアエイヨー㈱ 
医療用医薬品の製造・販売 

機械電子事業部 
自動車部品の製造・販売 
石油製品等の輸入販売 

 
日本機械工業㈱ 
消防自動車の製造・販売 

 

 
片倉機器工業㈱ 
農業用機械の製造・販売 

 

商業施設事業部 
ショッピングセンターの運営 

不動産賃貸 

不動産開発部 
社有地の開発・活用 

その他 
 

生物科学研究所 
訪花昆虫の販売等 

 ㈱片倉キャロンサービス 
ビル管理サービス 

小売事業部 
小売業の運営 

優良蚕品種研究を活かす 自社開発の製造ノウハウを活かす 跡地を有効利用する 

その他 

富岡製糸場の保有 
１９３９～２００５年 

（６６年間） 
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医薬品事業 機械関連事業 

不動産事業 その他 

繊維事業 

衣料品事業部 オグランジャパン㈱ カフラス㈱ ㈱ニチビ 

トーアエイヨー㈱ 機械電子事業部 日本機械工業㈱ 片倉機器工業㈱ 

商業施設事業部 不動産開発部 小売事業部 生物科学研究所 ㈱片倉キャロンサービス 

シルクインナー 介護肌着 ライセンス製品 補整下着 アルミナ長繊維 
（耐熱性繊維） 

三岐弁 

振動ハブリング 
洗浄器 

消防自動車 

二輪管理機 

東京スクエアガーデン コクーンシティ 
ニューライフ 

カタクラ 
マルベリー 
ガーデン 

交配専用みつばち商品 ビルの清掃等 

はしご車 
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＜ご案内＞ 
本資料中の業績見通し等についての記述は、現時点における将来の経済環境予想等の仮定に基づいています。 

その実現・達成を保証または約束するものではありません。また今後、予告なしに変更されることがあります。 

 

本資料に含まれる情報の掲載にあたりましては細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤りに関しまして、
当社は一切責任を負うものではありませんのでご了承ください。 

 

＜お問い合わせ先＞ 
片倉工業株式会社 

 住所：〒104-8312 東京都中央区明石町６番４号 

 

企画部広報・ＩＲ室 室長 三上雅生 ／ 菊地信行 

 Tel ：03-6832-0223 

 Fax：03-6832-0282 

 

世界遺産登録「富岡製糸場」 

 
 
 
 
 
 
 

特集WEBページ「片倉工業と富岡製糸場が歩んだ歴史」
http://www.katakura.co.jp/tomioka.htm 

http://www.katakura.co.jp/tomioka.htm
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